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地震のあと早々被災地を視察する政府調査団
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はじめに

気象庁が「1978年宮城県沖地震」と名付けた地震は、震度

5 の強震、マグニチュード7.4の規模をもって東北•関東

地方を大きく揺さぶり、本県の特に仙台市及びその周辺に

甚大な被害をもたらした。

本県においては、 27人の尊い人命と2,687億にのぼる貴重

な財産とを一瞬のうちに奪い去った。

全半壊した建物、倒壊したブロック塀、深くうつろにロ

をあける道路など、何んの予告もなく突如襲いくる地震の

恐しさを身をもって体験した。

地震災害のすさまじさや悲惨さをそのままの形で再現す

ることは、むずかしいが、できるだけ生の形で記録にとど

めたいと思ってこの写真集を企画した。

この小冊が、この姉妹編として企画した「1978年宮城県

沖地震ー公共土木施設等被災報告書」とともに今後におけ

る地震対策の一助ともなれば望外の喜ぴである。

昭和54年 3月

宮城県土木部長

小林郁夫
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道路に生じた大きい亀裂と路面の沈下。一般県道・北上河北線（北上川護岸兼用堤）
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定川堤防に走る亀裂。亀裂幅0.6m、深さ 1.6m堤防沈下量は

I.2 mにも達した（矢本中区）

落橋。国道346号の北上川に架かる錦桜橋で右岸から
第8スパンゲルバー吊桁一連が落下





松島町の崖崩れ。 6000m'の土砂が崩壊し住宅 4戸が被災重傷者 1名が出た
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1. 1978年宮城県沖地震概要

発生日時

震源地

規模

17時 21分

17時 33分

（地虚・津波

情報）

18時 00分

（津波情報）

18時 11分

（地設・渾波

情報）

18時 40分

（地震・渾波

情報）

19時 59分

（湘波惜報）

"~ 

I 

仙台管区気象台

昭和53年 6月12日17時14分

北緯38度09分 東経142度10分 深さ40km

マグニチュード 7.4 

東北太平洋沿岸に津波瞥報発表。

各地の震度

5 :仙台、大船渡、福島

4 :前橋、東京、秋田、八戸、小名浜、盛岡、大島、酒田、館山、

宇都宮、水戸

3 ：青森

17時36分、鮎川で津波第 1波を観測。

波高150111、引き続き厳重警戒を要す。

17時42分、宮古で津波第 1波を観測。

太平洋沿岸の満潮は20時25分（鮎川）13分（宮古）なので引き続き警戒を要す。

太平洋沿岸に高さ 15-20om程度の津波が来襲しています。引き続き警戒し

て下さい。

余裳は18時28分まで19回を観測。マグニチュードは7.4と推定され、宮城県

内では被害（死者 3、家屋倒壊、火災、崖くずれ）が発生しました。

太平洋沿岸の各地で津波が観測されました。

小名浜 18時19分 l3om 宮古 17時57分 18om 

鮎 JII 18時00分 l7om 八戸 19時28分 l6om 

大船渡 18時04分 l2om 
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20時 35分

（地震情報）

20時 46分

21時 35分

（地裳・津波

情報）

各地の震度は次のとおりです。

5 :大船渡、仙台、石巻、福島、新庄

4 :秋田、鷹巣、白河、一ノ関、山形、八戸、盛岡、酒田、小名浜

宮古、前僑、東京、銚子、帯広、横浜、大島、館山、宇都宮、水戸

3 :青森、静岡、甲府、網代、三島、勝浦、河口湖、秩父、高田、

軽井沢、函館、根室、釧路、広尾、浦河

2 :新潟、輪島、長野、相川、名古屋、飯田、諏訪、彦根、湘、札幌、

岩見沢、苫小枚、室闇

1 :八丈島、浜松、敦賀、三宅島、御前崎、豊岡、西郷、留萌、森町

江差、網走、旭川、松本

20時津波警報解除。

17時14分の地裳以後余震が続いていますが

大船渡で観測した余震は

17時49分： l 

18時19分： 1 

20時09分： 1 

各地の津波 (20時～21時）

18時08分： 1 

18時40分: 3 

20時14分： 2 

18時13分： 2 

18時52分： 1 

宮古 20時20分 7如 八 戸 20時05分 ］8畑

大船渡 20時51分 ］2畑 鮎川 20時］5分 4叩

-10-



1978年 6月12日

宮城県沖地震の震度分布図
[l 苫小枚
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仙台て‘‘観測した震度 4以上の地震

仙台管区気象台

仙震 発 9屈:9t 時 震 源 地
台 記 事
の度 年 月 日時分 北緯 東経 深さ 規模 地 域 名

4 1927 1 18 06.58 38½ 142.0 30 6. I 宮城県沖 裳者なし

4 1927 8 6 06.13 38.0 142.0 20 6. 9 宮城県沖 石咎で家屋小破、渡波で学校の壁に fし裂、涌谷でf0裂から水噴き出す。福島県でも小被害、塩釜で15cmの湘波ぁ I)

5 1933 3 3 02.31 39.1 144. 7 0-20 8. 3 三陸はるか沖
虚害は壁に亀裂が入った程度だが、大津波来襲、三陸沿岸で大被杏、死者3,008人

流失家屋4,917戸、津波、白浜で23m

4 1933 6 19 06.37 38.10 142.35 20 7.I 宮城県沖 石巻で山崩れ、万石浦で道路の([!,裂あり

宮城県沖
県内で負1紡4名、全壊非住家 3、半壊1主家 2、道路欠損35ヶ所、宮城、福島沿岸で互、墜、道路の（じ裂ところどころ

5 1936 II 3 05.46 38.2 142.2 50-60 7. 7 
女川で0.9,nの小津波

4 1937 7 27 04.56 38.2 142.0 50 7.2 宮城県沖 石巻で水道管一部破損、道路（餡裂、石灯ろう倒壊

5 1938 11 5 17.43 37.I 141.6 20 7. 7 福島県沖 大地裳があいつぐ、誤杏は少なく、福島県東部の各地で小被害

121 

5 1938 11 5 19.50 37.3 141. 7 15 7.6 福島県沖
福島県で死者 1、負(1}j9、（主家全壊 4、半壊29、非住家全半壊58

その他がけ崩れ、逍路の（似裂、宮城県内にも小被杏あり。津波鮎／l|で5日17時］04cm、6日17時124cm
4 1938 11 6 17.54 37.5 141.8 

゜
7.5 福島県沖 7日6時39分124cm、小名浜］07cm、38cm、50cm

4 1942 2 21 16.07 37.5 142.0 60 6.6 福島県沖 遠刈田発池所のコンクリート提防ro.裂入る

4 1953 II 26 02.49 34.3 141.8 4炉607.5 干葉県沖 伊豆半島、房総半島に小被害、銚子付近で 2~3mの津波、三陸沿岸は被憲なし

4 1959 I 22 14.10 37.55 142.35 30 6.8 福島県東方はるか沖 津波なし、姦害なし

4 1959 1 24 14.08 37.35 141.2 80 福島県東方はるか沖 津波なし、姦害なし

4 1962 4 12 09.52 37.58 142.49 40 6.8 福島県沖 設害なし、小津波、鮎川全振巾55cm、小名浜30cm、八戸20cm、被害なし

4 1962 4 30 11.26 38.44 141.08 

゜
6.5 宮城県北部 田尻町、南方村で被害・大、県内で死者 3、負楊272、家屋全壊340、半壊I,114、瀬峰で行車脱線てんぷく

4 1963 8 15 15.11 37.40 141.57 40 6.6 福島県沖 検潮器に小津波記録

5 1964 6 16 13.01 38.21 139. 11 40 7.5 新潟県沖 新淘、山形県を中心に9県で被害、死者26、負1紡447、全壊家屋1,960、半壊6,640、宮城県内住家一部破損13、がけ崩れあり

4 1967 1 17 20.59 38. 15 142.05 30 6.3 宮城県沖 油波なし、裳害なし

4 1970 9 14 18.45 38.41 142.20 40 6.2 宮城県沖 津波なし、裳沓なし

4 1977 6 8 23.26 38.28 141.40 70 5.8 宮城県沖 女川町江の島で小被害

4 1978 2 20 13.37 38.6 142.5 40 6.8 宮城県沖 宮城、岩手、山形県に被沓、負傷34、住家破損26、道路損壊33
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道路・橋梁の主なる被害箇所図 (5,000千円以上）
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落石と崩土による通行止。国道286号（仙台市羽黒堂）

囀／

崩
土
の
た
め
片
側
通
行
。
主
要
地
方
道
・
奥
松
島
松
島
公
園
線
（
松
島
町
古
浦
）



崩
落
し
た
岩
塊
に
よ
る
通
行
止
。

一
般
県
道
・
粕
川
幡
谷
線

こ

ず

な

い

（
大
郷
町
不
来
内
）

路面全巾の崩土。直ちに応急復旧にかかる。

一般県道・薄衣東和線（東和町三貞複）
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道路の亀裂・沈下が断続し、この区間で実延長653mが被災した。
一般県道・大郷利府線（利府町森郷）

同左（利府町森郷）

路
面
亀
裂
と
路
肩
崩
壊
。

一
般
県
道
・
古
川
岩
出
山
線
（
古
川
市
川
熊
）
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路
肩
及
ぴ
法
面
の
す
べ
り
崩
壊
。

一
般
県
道
・
牡
鹿
半
島
公
園
線
（
女
川
町
小
乗
）

、•三今＄ク・

路体が沈下、すぺりを起こし舗装に亀裂が入る。主要地方道・大和松島線（大和町大平）
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道路の亀裂と歩道部の沈下。主要地方道・奥松島松島公園線（松島町北の窪）

舗装道路中央にも亀裂が走る。国道286号（仙台市砂押）

-19-

歩道部の沈下と歩車道境界ブ

ロックの破壊。主要地方道・
塩釜吉岡線（大和町山田）

— 



隆起、沈下により波打つ道路。主要地方道・奥松島松島公園線（松島町北の窪）

大
き
な
裂
け
目
が
出
来
て
、
道
路
全
体
が
沈
下
し
た
北
上
川
左
岸
の
兼
用
堤
゜

一
般
県
道
・
北
上
河
北
線
（
河
北
町
牧
野
巣
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道
路
全
面
の
亀
裂
と
沈
下
、
崩
壊
、
北
上
川
左
岸
の
兼
用
堤
゜

一
般
県
道
・
北
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河
北
線
（
河
北
町
牧
野
巣
）
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ノ

4[ 

舗装道の亀裂と段差。一般県道・牡鹿半島公園線

（牡鹿町給分浜）
-21-

道路の崩壊。一般県道・牡鹿半島公園線（牡鹿町新山浜）
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‘
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路
。
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県
道
・
仙
台
亘
理
自
転
車
道
（
仙
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市
井
上
）

国道 4号（仙台パイパス）の路肩部陥没状況（仙台市小鶴）

響
〗
[
9

暑3噂
量

路側歩道階段の破壊。一般県道・荒浜原町線

（仙台市宮城野原）
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路側擁壁（プロック積）の倒壊による歩道被災。主要地方道・古川登米線（迫町天形）
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歩道の亀裂と沈下。主要地方道・塩釜吉岡線（大和町落合）
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登
米
大
橋
。
左
岸
第
一
橋
脚
下
部
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
破
壊
状
況
。

国
道
一
＿
一
四
二
号
（
登
米
町
三
日
町
ー
日
根
牛
）

登米大橋。上部エ、鉄筋コンクリート T桁の亀裂状況

-27-

柳津大橋。第 1橋脚上流側、沓附近のトラス下弦機

の破断。一般県道・河南津山線（津山町柳津）
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七北田橋。右岸橋台の破壊状況。主要地方道・仙台泉線（泉市七北田）

豊里大橋。第3橋脚、上流沓座コンクリートの破壊状況。

主要地方道・河南米山線（翌里町赤生津）
-28-
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閑上大橋。第 1橋脚がせん断破壊し、亀裂が発生

した。主要地方道・塩釜亘理線（仙台市・名取市）



品
井
沼
大
橋
。
左
岸
橋
台
袖
コ
ン
ク
リ
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の
破
損
。
国
道
三
四
六
号
（
松
島
町
幡
谷
）

江合橋。

された。

8基の橋脚のすぺての横梁がせん断破壊

主要地方道・古川佐沼線（古川市休塚）

八乙女橋。橋台沓の破損。一般県道・根白石塩釜線

（泉市八乙女）
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木間塚橋。橋脚破捐のため上部エが沈下し段差が生じた。主要地方道・石巻鹿島台大衡線（南郷町・鹿島台町）

木間塚橋。橋脚の沓座コンクリートの破壊状況。
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志
田
橋
。

橋
脚
頭
部
の
破
壊
状
況
。

般
県
道
・
古
川
松
山
線
（
古
川
市
・
松
山
町

阿武隈橋。橋脚のコンクリート剥離と鉄筋座屈。国道 6号線（岩沼市・亘理町）
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天王橋。橋脚頭部沓座付近の破壊。国道45号線（桃生町・河南町）

千代大橋。橋脚上部（断面変化部）のコンクリート象l)離と鉄筋座屈，

-32-





河川・海岸被災箇所図
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出
来
川
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
板
柵
エ
護
岸
が
延
ペ
一
五

0
0
m
に
わ
た
っ
て
傾
倒
し
た
（
古
川
市
桑
針
）

同上（古川市桑針）
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（
七
北
田
川
左
岸
・
仙
台
市
向
田
）

縦
断
亀
裂
の
入
っ
た
県
道
と
の
兼
用
堤
防
゜

高
城
川
ト
ン
ネ
ル

3層から 6層のレンガで巻いた河川トンネル覆工部の亀裂と崩落（高城川・松島町泉ヶ原）

i.̀‘` 
/
 

同上（高城川・松島町泉ヶ原）
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亀裂の深さは 2m近くに達する所もあった。

（八沢川右岸・築館町中谷地）

-37-

堤体中央に300mにもわたり亀裂が走り、 30-SOcm

の沈下も生じている。（梅田川左岸・仙台市苦竹）



/‘”へふ‘”

亀
裂
の
幅
が
一

m
近
く
に
も
達
し
た
（
七
北
田
川
右
岸
・
泉
市
川
原
）

亀
甲
状
の
亀
裂
の
入
っ
た
堤
防
（
仙
台
市
右
岸
・
泉
市
川
原
）
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堤
内
地
の
水
田
に
噴
出
し
た
砂



堰
の
取
り
付
け
護
岸
の
破
損
（
迫
川
・
米
山
町
山
吉
田

堤内地の噴砂現象（迫川右岸志波姫町三丁目）

-40 -



亀裂の幅は Im近くにも達した（中島川右岸・河北町牧野巣）

陥
没
・
沈
下
も

m
以
上
に
及
ん
だ

（
中
島
川
右
岸
・
河
北
町
牧
野
巣
）



-、-• -

平張プロック護岸の崩壊（定川右岸..矢本町上区）

．
 

縦
断
方
向
の
大
き
な
亀
裂
と
段
差
。

ま
た
、
天
端
で
一

m
以
上
の
沈
下
を
生
じ
た
。
（
定
川
右
岸
・
矢
本
町
上
区
）

平
張
プ
ロ
ッ
ク
護
岸
の
崩
壊
（
定
川
右
岸
・
矢
本
町
上
区
）



堤防裏法面のすぺりによる亀裂。この箇所は過去に破堤した所（名取川右岸・名取市鍋沼）

〔以下直轄河川の写真は、東北地建の提供〕

堤防天端の大きな亀裂（名取川右岸・名取市鍋沼）

名取川河口部特殊堤、縦断方向に亀裂が入り、断差を生じている。（名取川右岸・名取市閑上）
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法枠護岸工の破壊状況（阿武隈川左岸・名取市新浜）

元は平らであった兼用堤の路面が陥没しているのがわかる。．（北上川右岸・釜谷第二堤防）
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亀裂の段差が生じた北上川堤防（北上川右岸・釜谷第四堤防）

天端の大きな亀裂。橋浦堤防は、北上川第一期改修工

事によりほとんど水田を埋めて施工されたものであり、
基礎地盤も弱いようである。（北上川左岸・橋浦堤防） ー 45-

人間が楽に入れるほどの大きな亀裂

（北上川左岸・橋浦堤防）



天端法肩の崩壊（北上川左岸・橋浦堤防）

裏小段にも亀裂や段差が生じている。（北上川左岸・橋浦堤防）
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表法尻への鋼矢板打込み作業（北上川左岸•橋浦堤防）

緊
急
復
旧
が
完
了
し
た
状
況
（
北
上
川
左
岸
・
橋
浦
堤
防
）

沈
下
の
た
め
に
約
五
十

em
の
段
差
が
つ
い
て
い
蕊

（
鳴
瀬
川
左
岸
・
浜
市
第
二
堤
防
）



幅 Im、深さ 2m程度の亀裂が幾重にも走っている。（吉田川右岸・山崎堤防）

すべりによって生じたと思われる表法面の数条の亀裂（吉田川右岸・山崎堤防）
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大きなすぺりにより天端は Im程度沈下している。（吉田川右岸・山崎堤防）

コンクリート格子張護岸の破壊状況

（北上川右岸・釜谷第二護岸）

-49-

コンクリート格子張護岸の格子とスラプが

裂けている・。（北上川右岸・辻堂護岸）



石
積
護
岸
の
す
ぺ
り
に
よ
る
破
壊

（
旧
北
上
川
左
岸
・
不
動
沢
護
岸
）

樋
管
門
柱
の
折
損
（
鳴
瀬
川
右
岸
・
阿
久
戸
排
水
樋
管
）



三面張海岸堤防の沈下と破壊（東名海岸：鳴瀬町沙11崎）

¥.. 
＿一｀—汐

パラペットがせり出し、天端が沈下している。（東名海岸・鳴瀬町洲崎）
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裏法面の亀裂と天端の沈下（東名海岸•鳴瀬町洲崎）

ピ

石積護岸の欠壊（黒崎海岸・志津川町黒崎）
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港湾漁港被災箇所図
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口被災箇所図
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ヽ

荷役機械が脱輪し、脚部が曲り海側に傾斜した。（重要港湾・石巻港）

中
島
埠
頭
岸
壁
（
マ
イ
ナ
ス
一

0
、
0
m
)
背
後
。
堤
体
前
傾
に
よ
り

エ
プ
ロ
ン
、
荷
捌
地
が
沈
下
。
（
重
要
港
湾
・
石
巻
港
）
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松島港観光桟橋のエプロンの沈下（地方港湾松島港）

同上（地方港湾松島港）
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の
堤
体
が
前
傾
し
、
エ
プ
ロ
ン
が
沈
下
し
た
。

（
重
要
港
湾
塩
釜
港
吉
田
花
渕
地
区
）

エ
プ
ロ
ン
の
沈
下
及
び
亀
裂
。
岸
壁
（
マ
イ
ナ
ス
六
、

0
m
)
（
塩
釜
漁
港
）



背面道路の亀甲状の亀裂（閑上漁港）

物揚場（ー2.5m)の提体が前傾し、エプロン約200mにわたって沈下及び亀裂を生じた。
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下水道の主たる被災箇所図 ） 
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被害箇所

〇 市町村

〇 県事業



ダ g

青
葉
城
多
聞
塀
の
損
壊
（
仙
台
市

青
葉
山
公
園
）

陸上競技場走路に亀裂が入り地下水と砂が噴出した。

（亘理町・亘理公園）

池沿の園路の崩壊（小牛田町・志賀公園）
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ポンプ場汚水圧送管(1;,700％鋳鉄管） ポンプ場内盛土、地盤陥没
および弁基碇の亀裂破壊（仙台市郡山ポンプ場） （塩釜市・仙台流域下水道塩釜中継ポンプ場）

ポンプ場内叩きコンクリート版の沈下破損（塩釜市・仙塩流域下水道塩釜中継ポンプ場）

-62-



処理場内導水渠付近盛土、地盤沈下（仙台市南蒲生下水処理場）

ヒューム管(¢ 800%）の目地が拡がりゴムリング

が離脱した。（塩釜市公共下水道港町枝線）

ヒューム管(¢ 1,000%）の破損による土砂流入

（塩釜市公共下水道二又雨水幹線）

-63-



ヒューム管（ゆ2、200%）の継手部破損による地下水流入（仙台市公共下水道七北田川右岸幹線）

同上（仙台市公共下水道七北田川右岸幹線）

-64 -

苦竹地区伏越管（ヒューム管¢500%）の継手部破損によ

る地下水の流入（仙台市公共下水道苦竹地区伏越管）
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(1)地すべり・崖崩れ

白石市寿山の緑ヶ丘団地では砂質シルトの高さ 30mの盛土が震動により崩壊した。
崩壊面積は約 16,000m'、崩壊土量は 130,000m'に及んだ。（白石市寿山・緑ヶ丘団地）

崩土は、寺院、住宅、道路を襲い、死者 l名、住宅全壊 1棟、道路欠壊約700m 

そして寺院 I棟が半壊した。（白石市寿山・緑ヶ丘団地）

- 66 -



,．竪

緑
ヶ
丘
団
地
）

同
左
下
（
白
石
市
寿
山
・

茨

9

,
 

た
土
砂
に
巻
き
込
ま
れ
、

崩
壊
し

自
衛
隊
及
ぴ
消
防
団
等
の

支
援
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
た
。
行
方
不
明
と
な
っ
た
住
民
の
捜
索
が
、

（
白
石
市
寿
山
緑
ヶ
丘
団
地
）

“ 
多多

ベ乏多ノ



地
滑
り
に
よ
り
最
上
部
谷
止
工
左
岸
側
約
ニ
ニ

m
が
約
五
O
c
m
、
中
間
の
谷
止
エ
ー
基
が
約
一

l-0

cm
前
傾
し
、
コ
ル
ゲ
ー
ト
の
表
面
排
水
工
が
寸
断
し
た
。
（
仙
台
市
緑
ヶ
丘
三
丁
目
畑
時
沢
地
内
）



ミ
必



--. 
、鬱 こヽ

ヽ

谷止工左岸隣接部は盛土厚が約14mもある宅地で、且つ近辺の地下水が集っているため、
面積約 10、OOOm'にわたって崩壊を起した。（仙台市緑ヶ丘三丁目畑時沢地内）

宅
地
造
成
の
盛
土
部
に
築
造
さ
れ
た
プ
ロ
ッ
ク
積
が
崩
壊
し
、

住
家
が
全
壊
し
に
（
仙
台
市
緑
ヶ
丘
一
ー
ー
丁
目
）

建
築
間
も
な
い



盛土部に築造された王石積が地すべり性の滑動により崩壊し、
下方の住宅に押し出された。（仙台市緑ヶ丘一丁目）

し

盛
土
造
成
さ
れ
た
宅
地
が
崩
壊
し
、
住
宅
が
全
壊
し
た
。
（
仙
台
市
緑
ヶ
丘
―
―

l

丁
目
）



傾斜のきつい凝灰質シルト岩が延長110mにわたり崩落し、住宅半壊 1戸、
一部破損 I戸の被害となった。（三本木町蛇沼山地内）

手前側の盛土部に築造されたプロック積が崩壊し、奥のプロック積も盛土と共に移動し
危険な状態となり住宅は全壊した。（仙台市緑ヶ丘一丁目）
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凝
灰
角
礫
岩
が
延
長
約
八
五

m
に
わ
た
っ
て
約
二
、

住
宅
四
戸
が
半
壊
し
た
（
松
島
町
高
城
字
愛
宕
）

0
0
0
而
が
崩
落
し
、

傾斜は緩勾配であるが、地質が非常に脆く、がけ高が43mもあるため、延長約 I10 mにわたって約6、ooom'の土砂が

崩落し、住宅の全壊 1戸、半壊 3戸、重傷者 l名の被災を受けた。（松島町高城字高山下）
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(2)建物・ブロック

県内各地で門柱やプロック塀が倒れ｀いたましい犠牲者を出した。

- 74 -



耐震l生の弱いコンクリート並びに石製プロック塀の補強が痛感される。

このような所を歩いていて、圧死した人が多い。

75-

石を唯積んだだけの塀は、ほとんどなんらかの

被害を受けた。



し/-g 

:, 

`~1
>

復旧は思うにまかせず、 しばらくは、 このままの姿がいたる所で見られた。

基衷もろとも倒壊した

プロック塀

、ピ＾’定をごさ｀這心ふ！Iみ’---c- -t  、
崩壊は免れたものの、盛土した土がせり出し、擁壁を破壊した。
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宮城県庁内の地震直後の

備品の転倒状況

備
品
の
転
倒
は
至
る
所
で
起
き
、

大
惨
事
に
な
る
所
で
あ
っ
た
。

も
し
、

執
務
時
間
内
で
あ
っ
た
な
ら
、
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(3)ガス・石油タンク

t, 

冒冒

地震直後炎上した仙台市ガス局ガスタンク。ガス管の損傷がひどく一般家庭の火もしばらく消えた。

亀裂の入った東北石油のタンク。流出した重油が流出した。（仙台港）
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流出した重油（仙台港）

近くの排水溝に流出した重油の回収作業（仙台港）
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重油をドラム缶に回収（仙台港）

戸ミ
りl
鳳
1, 

-t—、·-、t ドコ
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,fl,llll999lllIll|Il||州I』|■冒-眉■薗幽闊．’＇「「-云孟瀾 f /／／ --

東北石油（梱流出油事故現場を視察する桜内国土庁長官を団長とする政府調査団一行
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(4)一般被害

tiElし，
1
序ぶ

入
緑
l
k

準ロム市卸町）疇老は出なかった。1楷がつふ＂れたビ）レ。幸
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環の壁が落ちて、下に駐車してあっ
た車はペシャンコに （泉市七北田）

ポ
ッ
キ
リ
と
折
れ
た
。
（
仙
台
市
土
樋
）

東
北
学
院
大
学
の
煙
突
が
中
程
か
ら
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1階が壊れた衣料品店（迫町佐沼）
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営業もストップ（迫町） 1階が壊れ、中の品物があふれ出たピル。
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石
柱
、
石
燈
籠
等
の
石
造
物
が
こ
と
ご
と
く
崩
れ
落
ち
た
神
社
境
内
（
古
川
市
荒
雄
神
社
）



壁が崩れ落ちた旧有壁宿本陣の土蔵（金成町有壁） 崩れ落ちた土蔵の壁（迫町）

冒

圃配r、一二階の屋根がつぶれた小学校（泉市野村小学校）
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古い木造住宅に倒壊が多かった（米山町）

県内における全壊家屋は 1,377戸、半壊は6、123戸を数えた。（古川市馬櫛）
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軟
弱
地
盤
が
倒
壊
を
助
長
し
た
。
（
米
山
町
）

須

ャ：

瓦
屋
根
な
ど
屋
根
の
重
い
も
の
も
倒
壊
が
多
か
っ
た
。

（
小
牛
田
町
）

家
屋
倒
壊
に
よ
る
死
者
は
県
下
で
五
人
を
数
え
る

（
泉
市
）



炉が

倒壊は免れたものの、柱が傾むき居住

出来なくなった民家（河北町）

アパートも全壊した。（仙台市北根）

同左（河北町）
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崩
れ
落
ち
た
民
家
が
道
路
を
ふ
さ
い
だ
。
（
迫
町
）

橋脚がずれた国鉄東北本線の江合川鉄橋（小牛田町）
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民
家
内
部
、
家
全
体
が
傾
い
て
い
る

一部破損の住家は 125,375戸に達した。
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破損を免れた住家も内部の被害は大きかった。
（古川市）
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(5)復旧

巳
/

電
気
、
水
道
、
ガ
ス
な
ど
の
都
市
施
設
は
も
ろ
く
も
破
壊
さ
れ
た
。

陸
上
自
衛
隊
の
災
害
派
遣

給
水
を
受
け
る
団
地
住
民

る
よ
c
^
-

^
9
 

――』巳み＿ヽ

i

-

―
 

水
道
の
断
水
は
県
下
広
範
囲
に
及
ん
だ
。



家を破壊され仮住いを余儀なくされる人々

崩れた石垣の復旧
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心や

＂ 
自衛隊員による復旧作業
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仙台市ガスの復旧には、他県からの援助も受け完了まで31日も費した，

-9‘ 

ガス復旧だけで作業員の動員数は延26,000人を記録した。

-95 -



鉄道の復旧も全力をあげて（仙石線・鳴瀬町）

県
庁
内
に
宮
城
県
沖
地
震
災
害
復
興
対
策
推
進
本
部
が
設
置
さ
れ
た
。
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